
2023年4月11日現在

サポート情報 たった2日でマスターするiPhoneアプリ開発集中講座
Xcode 14 / iOS 16 / Swift 5.7対応

本書の出版時は、Xcode14.0 での動作確認を行っていますが、Xcode・Swift・iOSのバージョンアップに伴
い、本書の記載内容やサンプルアプリに変更が必要なときがあります。

変更が必要な箇所を、このサポート情報にてご連絡いたします。

ご使用されている Xcodeのバージョンをご確認の上で、このサポート情報を利用してください。
また、正誤も合わせて記載させて頂きます。

■既知の不具合内容：
XcodeやSwiftにて不具合・バグとして認識されている箇所です。

P.66：図「［Text］の文字列を変更」にてテキストが変更されない

本書での解説

不具合の箇所 本来であれば、❶の箇所でテキストを入力すると、プレビューやコードに反映される仕様です

が、現状は反映されません。テキストを修正する際には、❷のコードを修正してください。
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■変更内容：
執筆時点では問題がありませんでしたが、XcodeやmacOSのバージョンアップやApple社の影響に伴い変
更になった箇所です。ご自身のバージョンを確認した上で、次の変更箇所を参考にしてください。

本書全般：「macOS Ventura」にて［Preferences］が［Settings］へ表記がかわりました。

macOS
Monterey

macOS
Ventura

macOS Venturaでは、［Settings］に変更されています。

2



P.343：Initializer for conditional binding must have Optional type, not 'Image'のエラーが
表示される

Xcode14.2まで Xcode14.2まででは、P343のコードは正常に動作します。

Xcode14.3から Xcode14.3にバージョンアップすると、if letの箇所で「Initializer for conditional binding
must have Optional type, not 'Image' 」というエラーが表示され動作しません。
エラーへの対応として、以下のように修正していただくと、エラーが解消され正常に動作しま

す。
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P.363：Initializer for conditional binding must have Optional type, not 'Image'のエラーが
表示される

Xcode14.2まで Xcode14.2まででは、P363のコードは正常に動作します。

Xcode14.3から Xcode14.3にバージョンアップすると、if letの箇所で「Initializer for conditional binding
must have Optional type, not 'Image' 」というエラーが表示され動作しません。
エラーへの対応として、以下のように修正していただくと、エラーが解消され正常に動作しま

す。
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■正誤表：
本書において下記のとおり、誤りがございました。

恐れ入りますが、本正誤表をご確認の上、ご利用いただきますようお願い申し上げます。

P.135：表「Swiftの基本的なデータ型」にて説明に赤枠に誤りがあります。

【誤】

Float型とDouble型は実装を格納できますが、

【正】 Float型とDouble型は実数を格納できますが、

P.380：下から7行目の「captureImage!」の「!」は不要です。

【誤】

エフェクト編集画面の引数captureImageには「captureImage!」と状態変数に「$」をつけずにセットし
ています。

【正】 エフェクト編集画面の引数captureImageには「captureImage」と状態変数に「$」をつけずにセットし
ています。
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